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桃井第一小学校  

（3390）3178（代） 令和８年 １０月号 

「実りの秋を迎えて」 
 

校長 清水 明 

 

朝夕には涼しい風も吹くようになり、ようやく秋の

訪れが感じられる季節となりました。保護者・地域の

皆様には、日頃より本校の教育活動に温かいご理解と

ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

２学期が始まって約１か月が過ぎました。すでにモ

モリンピックへ向けた練習期間が始まっていますが、

子供たちは学校生活のリズムを上手に調整しながら、

それぞれの学年で学習や活動に意欲的に取り組んで

います。いつもの教室の学びでは友達と考えを交流し

ながら学ぶ姿が見られていますが、その学びで得られ

た「対話を通した協働的な学び」がモモリンピックの

練習でも見られています。教室での学習方法が他の場

面にも応用されているのが頼もしい限りです。一人一

人の子供の可能性の大きさが実感されます。 

さて、１０月１０日（土）にはモモリンピックを予

定しています。今年は久しぶりに全校が一堂に会して

の実施となります。一つの試みではありますが、他の

学年の演技を見ることの教育効果も期待しています。

また、練習から本番にかけての活動は、目標に向かっ

て努力すること、仲間と協力して一つのことを成し遂

げること、最後まであきらめずに挑戦することの大切

さを学ぶ機会です。さまざまな経験を通して子供たち

は認め合い、自分と向き合いながら成長します。当日

には、一人一人が練習の成果を発揮し、自分なりの達

成感を味わってほしいと願っています。保護者の皆様

には、当日の子供たちが頑張る姿とともに、そこへ至

るまでの努力の過程にも目を向けていただければ幸

いです。 

ところで、近年、子供たちを取り巻く環境は大きく

変化し、スマートフォンやタブレット等のＩＣＴ機器

が学習や情報収集、コミュニケーションを支える道具

として欠かせない存在になっています。本校でも、学

習の中でＩＣＴ機器を活用し、子供たちの学びの可

能性を広げるようにしています。一方で、よく話題

となることが、大人も子供も動画配信サービスやＳ

ＮＳ、ゲームなどに触れる時間が長くなっていると

いうことです。気が付くと次々に新しい動画やスク

ロールした画面を見続け、やめるきっかけを失った

経験はないでしょうか。こうした状態は「ドーパミ

ン中毒」という言葉で語られることもあります。「強

い刺激に慣れてしまい、さらに刺激を求めたくなる

状態」のことです。ゲームや動画は楽しい時間を過

ごし、新しい知識を得て、友達と交流するためのツ

ールでもあります。ただ、長時間の利用は睡眠時間

を減らし、読書や外遊びの機会の減少をもたらすこ

とがあります。そこで、私たち大人が子供たちに使

用禁止とするのではなく、「自らの成長につながる

使い方」を一緒に考えていくことが必要でしょう。

家族で食事をするときや就寝前の１時間は画面か

ら離れる、一日の中で体を動かす時間をつくる等、

子供と一緒に私たち自身もデジタル機器との向き

合い方を考え、健全な習慣を育んでいきたいもので

す。 

秋は読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋とも呼ば

れます。本を読み、友達と遊び、自然に触れ、体を

動かす中で、子供たちは感動し、共感し、豊かな感

性や思考力を育んでいきます。 

モモリンピックをはじめとした日々の学校生活

を通して子供たちが自らの良さに気付き、自信を深

めることができるよう、１０月の教育活動に取り組

んでまいります。今後とも本校の教育活動へのご理

解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 
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各学年より ICTの取り組みについて 

１学期は、教師がデジタル教

科書やタブレットを活用しなが

ら、子供たちが ICT を身近に感

じられるようにしてきました。

ICT が学習に活用できるもの

であることが分かり、子供たち

は「自分でも使ってみたい」と興

味や関心をもっています。今後

は、子供たちが実際にタブレッ

トを操作し、お絵描きや写真撮

影などの活動を通してタブレッ

トに親しんでいく予定です。ま

た、学習に使う大切な道具とし

て、正しい扱い方についても学

んでいきます。 

 

 「まずは、正しくタブレットを

使ってみる」ことを意識してい

る２年生です。 

 １学期は、ミライシードを使い

ながら、繰り返し国語や算数の

練習問題を解き、学力の定着を

図りました。 

 ２学期は、新たに国語の時間

でロイロノートを活用し、全体で

の共有を実践しているクラスも

あります。 

 引き続き、児童の学力向上を

図るためにも、効果的な ICT 機

器を使った授業を行っていきた

いです。 

 ３年生は、ロイロノートやオク

リンクを活用し、自分の考えを

友達に伝えたり、見つけたもの

を写真に撮って紹介したりする

活動に意欲的に取り組んでいま

す。また、１学期には、３年生か

ら始まるローマ字学習に向け

て、「キーボー島」を使い、ロー

マ字入力の練習を行いました。

タイピングの力が少しずつ身に

付き、タブレットを使った学習に

もスムーズに参加できる児童が

増えています。今後も練習を重

ねながら、タブレットをノートや

鉛筆と同じように授業で活用で

きるよう指導していきます。 

4 年生の国語科「新聞をつくろ

う」の学習では、ロイロノートを

活用してアンケートを実施した

り、共有ノートで情報を共有し

たりしながら、班ごとに新聞作

りに取り組みました。新聞には、

1学期の出来事や学校生活に関

する内容を掲載しました。児童

は集めた情報を整理し、話し合

いを重ねながら記事を作成しま

した。見出しやレイアウトにも工

夫が見られ、班らしさが伝わる

新聞に仕上がっています。ICT

の活用により、情報の収集・整

理や意見交流が円滑に進み、協

働的な学びにつながりました。 

 

 

1 学期には、移動教室の魅力

を伝える文章を書く学習で、

「手書き」または「ロイロノート」

のどちらかを自分で選べるよう

にしました。児童は、自分に合っ

た方法を選択することで、より

意欲的に学習に取り組むことが

できました。 

このようにデジタルツールを

活用することで学習方法の選択

肢が広がり、一人一人が安心し

て自分の力を発揮できる学習

環境づくりにつながっていま

す。今後も ICT を効果的に活用

し、児童の学びを支えていきま

す。 

 

 

今年度は、タブレット端末を日常

的に活用し、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」の充実を目指して

います。日々の授業では、主にロイ

ロノートを活用し、自分の考えをま

とめるだけでなく、友達と画面を共

有して対話することや振り返りにも

役立て、学びを深めています。ま

た、プレゼンテーションソフトを用

いたスライド作成も行い、表現力や

発信力を養っています。さらに、中

学校進学を見据え、正しい情報の

見極め、ＳＮＳとの適切な付き合い

方といった情報モラル教育も継続

して行い、ＩＣT を安全かつ効率的

に使いこなす基礎を固めています。 

１年生 ２年生  ３年生 

４年生 ５年生 ６年生 
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２学年ごとに実施していた運動会が、今年度は全校開催となります。短い練習期間ではありますが、

子供たちは仲間と励まし合いながら、一生懸命練習に取り組んできました。運動会に向けて努力を重

ねる中で、学年・学級のために、そして自分自身の成長のために頑張る姿が数多く見られます。 

また、本番では、競技や演技に全力を尽くし、多くの方々に笑顔と感動を届けてくれることと思いま

す。 

本番を迎えるまで、保護者・地域の皆様には温かい励ましやご協力、ご理解をいただき、心より感謝

申し上げます。当日も子供たちへの温かい声援をお願いいたします。子供たち一人一人が輝く運動会

となるよう、教職員一同努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

各学年の取り組み 
 

 ２学期が始まり、１年生は体

育で「表現あそび」を楽しみま

した。今回の「ももいちランド

へレッツゴー！」では、表現あ

そびで楽しんだももいちラン

ドに１年生みんなで冒険に出

発します。 

それぞれが好きな生き物に

なりきって止まるシャッター

チャンスがあります。どんな生

き物になりきっているか、想像

しながらお楽しみください。 

２回目のモモリンピックで

す。クラス分けを通して、去年

よりも友達が増え、桃一小への

思いが高まった２年生です。そ

んな、桃一にゾッコンな思いを

「好きすぎて滅！」の曲に合わ

せて表現します。 

好きな気持ちが大きくなり

すぎて自分の感情が追いつか

ないという俗語“滅”。そんな

「滅ポーズ」がダンスの中に出

てきます。２年生が出す桃一小

への愛がみなさまの心に届く

ことを願って練習をしていま

す。 

 

「みんなが☆
スタ

彡
ー

 Let’s enjoy 

カラフル」をテーマに桃一小

のスーパーアイドルたちが、笑

顔いっぱいに踊ります。この一

瞬を全力で楽しむために！観

ている人たちにも楽しさとパ

ワーが届きますように！校庭

中がカラフルで彩りますよう

に！そんな想いを込めて、３年

生の子供たちが挑みます。カラ

トレンジャーたちが作ったオ

リジナルダンスも必見です。子

供たちの笑顔を見逃すことな

く、お楽しみください。 

 

 

実行委員やダンスリーダーを

中心に、「今度はわたしたちが

あなたを笑顔にするから」を

テーマとして、練習していま

す。これまでたくさんの人に

支えられ、笑顔をもらってき

た子供たち。今回は、自分た

ちのダンスで、これまで支え

てもらった「あなた」を笑顔

にできるよう、パワーあふれ

るダンスをお届けします。ぜ

ひ、子どもたちの思いを受け

取ってください。 

「伝統そして未来へ」をテ

ーマに、桃一小に受け継がれ

てきた伝統のソーラン節と、

新時代の曲に合わせた創作ダ

ンスを披露します。力強い掛

け声とともに踊るソーラン節

では、仲間と息を合わせなが

ら伝統への思いを表現しま

す。また、創作ダンスでは、

未来へ向かって挑戦する５年

生の思いを表現します。５年

生らしい力強い演技を、どう

ぞお楽しみください。 

 

「過去×今」をテーマに、１

年生から５年生までの運動会

で踊ってきた表現を振り返り

ながら、当時の動きを今の自分

たちの力でより大きく、力強く

表現し、６年間の成長が伝わる

ようにしています。 

 仲間と息を合わせる集団表

現にも挑戦し、６年間の集大成

を創り上げています。 

「共に創ろう、進化の一歩」

を合言葉に、仲間と支え合いな

がら、練習を重ねています。 

１年生 ２年生  ３年生 

４年生 ５年生 ６年生 



令和8年度　10月の予定

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

1 木 都民の日

2 金 応援団集会 5 5 5 6 6 6 バドミントン

3 土 卓球

4 日 プルミエール

5 月 全校朝会　座高円寺(4年)　運動会係打合せ②6校時(6年) 5 5 5 5 5 6

6 火 全校練習 5 5 6 6 6 6 卓球

7 水 【B時程】 4 4 4 4 4 4 バレー 放課後英語

8 木 5 5 6 6 6 6 井草ばやし

9 金 午前授業(1-5年)　リハーサル　前日準備5校時(6年) 4 4 4 4 4 5

10 土 モモリンピック151 5 5 5 5 5 5

11 日
12 月 スポーツの日

13 火 振替休業日 卓球

14 水 4 5 5 5 5 5 バレー 放課後英語

15 木 5 5 6 6 6 6 早朝卓球/井草ばやし

16 金 児童集会(運動整備委員)　避難訓練　教育実習終 5 5 5 6 6 6 バドミントン 早朝サッカー

17 土 桃一まつり

18 日 野球 9:00～17:00

19 月 全校朝会　クラブ 5 5 5 6 6 6

20 火 5 5 6 6 6 6 卓球 早朝バドミントン

21 水 4 5 5 5 5 5 バレー 放課後英語

22 木 【B時程】　就学時健診 4 4 4 4 4 4 早朝卓球

23 金 児童集会(集会委員)　通知表配付 5 5 5 6 6 6 バドミントン 早朝サッカー

24 土 区長縄グランプリ バレー

25 日 野球 9:00～17:00

26 月 全校朝会　委員会(後期始) 5 5 5 5 6 6

27 火 生活科見学(1年) 5 5 6 6 6 6 卓球 早朝バドミントン

28 水 午前授業　セーフティ教室(5年)　研究授業5校時(4-4) 4 4 4 4 4 4 バレー 放課後英語

29 木 【月曜時間割】　自転車安全教室(4年) 5 5 6 6 6 6 早朝卓球/井草ばやし

30 金 児童集会(後期委員会紹介) 5 5 5 6 6 6 バドミントン 早朝サッカー

31 土 プルミエール/バドミントン

4

校庭
開放

学校支援 本部

授業時数

日付 曜日 行事予定 同好会

【進んでしごとをしよう】

10月は、モモリンピックがあります。大きな学校行事で

は、クラス、学年、委員会など、それぞれの仕事が割り

当てられていることが多いです。自分の与えられた仕事

に責任をもって、最後までやり遂げることが大切です。行

事を通じて、自分の仕事がクラスや学校のためになって

いる喜びを感じられると、次への頑張りにつながります。

ぜひ、そんな桃一の子を育てていきたいと思います。

10月の生活目標

第３４回 ヤングアーチストピアノコンクール

独奏部門 Aグループ 奨励賞

２年

学校ニュース


